

































































































ちなみに，単純接触効果は意識下でも生じることを Kunst-Wilson & Zajonc（1980）を端緒
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規格の一つである JIS X 0213：2004に対応するためであった。周知の通り，JIS漢字規格は





































を抽出した。実験参加者は，葛飾群 60名，山の手群 57名，計 117名。



























































































































































多変量解析をおこなった。新字体選択を 1，旧字体選択を 2として，同一実験参加者で 1回















































唆された。たとえば ableと unableのペアでは実験参加者の 100％が ableを選好した。使用頻
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本語文字・表記の難しさとおもしろさ』（共編，彩流社，2014），A logistic regression model of variant preference in 






Abstract: When typing Japanese text on a computer or mobile telephone, the input software 
often presents a choice of different orthographic representations for the same word. For exam-
ple, the word hinoki ‘Japanese cypress’ can be represented with a simplified kanji （桧） or tradi-
tional kanji （檜）. The writer will ordinarily prefer the more familiar of the two kanji in such a 
pair. The question arises as to how the writer makes the choice, and whether it is possible to 
predict the choice using the theory of mere exposure effect. This project seeks to develop a qual-
itative and quantitative model of the relationship between factors in the linguistic environment 
and an individual’s written language use. Regional differences in variant preference are discussed 
in this article.
基幹型共同研究プロジェクト「文字環境のモデル化と社会言語科学への応用」
プロジェクトリーダー　横山詔一（国立国語研究所 理論・構造研究系 教授）
プロジェクトの概要
日本語の文字表記について，文字環境（文字レキシコンを含む）のモデル化に役立つ基礎
研究をおこなう。文字環境のモデル化には，（1）新聞・雑誌・書籍，市販辞書，文字コード
規格，各種文字表などによって物的文字環境の実態を明らかにすること，（2）文字表記を扱
う人間の認知機構を精査すること，の双方向のアプローチが必須である。そこでは，文字政
策，歴史的背景，使用頻度，接触意識，なじみ，好み，文字使用など，さまざまな要因を考
慮しなければならない。このような文字表記の使用実態と使用意識に対する基礎研究は，日
本人どうしの文字コミュニケーションに関する研究のほか，日本語学習者の漢字習得研究に
も新たな理論的基盤を提供するものと期待される。また，言語行動・意識のデータを解析す
るための理論等について，統計数理研究所との連携研究をおこなう。海外や理系分野の研究
動向にも目を配り，言語変化研究のほか統計科学などにも貢献できる方法論を開拓する。そ
の際に文字環境のモデル化研究で得られた知見を援用する。
